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令和７年８月  

東京都地方独立行政法人評価委員会 

公立大学分科会 

 

令和６年度 東京都公立大学法人中期計画進捗状況に対する所見 

 

 

東京都公立大学法人の業務実績について、地方独立行政法人法に基づき実施する評価に

資するため、令和６年度末時点における中期計画の進捗状況を同法人が自ら確認した結果

について、以下のとおり所見を取りまとめる。 

 

■ 主な所見 

東京都公立大学法人は、第四期中期計画の２年目である令和６年度において、将来の東

京の成長を支える人材の育成など幅広い事業を展開し、その多くで評価指標の達成に向

けて着実に取組を進めており、順調な中期計画の進捗状況にある。 

 

【東京都立大学】 

正規の授業科目として「アントレプレナーシップ入門」を新規開講するとともに、都立

大初の学内ビジネスアイデアコンテスト等のイベントを開催するなど、起業家的な精神

と資質・能力を備えた人材を育成する取組を進めている。 

 

【東京都立産業技術大学院大学】 

高度情報専門人材を育成するプログラムの提案が、文部科学省の助成事業に採択され、

従来の教育内容に情報アクセラレーターなど３つの新分野を加え、次世代の DX リーダ

ーを養成する体制の強化を図っている。 

 

【東京都立産業技術高等専門学校】 

高専の実践的技術教育を生かした学生の課外活動に対し、教員や外部指導員による専

門的な指導等の支援を積極的に行うことで、ディープラーニングコンテストで最優秀賞

を獲得するなど、複数のコンテストで成果を上げており、学生生活が活性化されている。 

 

【法人運営全般】 

寄附金の募集に当たり、使途を明確化した新たなメニューを設定し、寄附者からの賛同

を得られやすくするとともに、受入事務の集約化等によって手続きの効率化を図るなど、

寄附件数の拡大に向けた取組を進めている。 

 

 

 

 

資料２ 
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■ 総括 

東京都公立大学法人（以下「法人」という。）は、第四期中期計画の２年目に当たる令和

6 年度において、東京の成長を支える人材の育成など多岐にわたる事業を展開し、その多く

で評価指標の達成に向けて着実に取組を進めており、順調な中期計画の進捗状況にある。 

法人の設置する東京都立大学（以下「都立大」という。）、東京都立産業技術大学院大学（以

下「産技大」という。）及び東京都立産業技術高等専門学校（以下「産技高専」という。）は、

これまでの取組の成果を基に施策のブラッシュアップを図り、各校の特長を生かして、イノ

ベーションの創出や教育研究の国際化を促進する新たな事業を積極的に展開している。 

今後、AI 活用の進展や人口減少、国際情勢の不確実性の高まりなど法人を取り巻く環境

が変化し続ける中、都立の高等教育機関としての役割を一層発揮していくためには、法人が

自らの経営管理において、中期計画の達成に向けて具体的ステップを明確にしつつ、社会経

済の動向や実績の推移を的確に捉えて、柔軟かつ機動的に意思決定を行っていくことが望

まれる。 

 

■ 項目別所見 

※項目別所見は、「社会との価値共創」「教育」「研究」「法人運営」など、中期計画の一定の

まとまりごとに、優れた点・特色ある点、改善・充実を求める点について所見を付してい

る。 

 

Ⅰ 東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 社会との価値共創に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号１ 都や区市町村等との連携 

◎優れた点・特色ある点 

・都の課題解決に資する調査・研究について、６年間で延べ 100 件以上のプロジェクトを実施する

という評価指標に対し、２年目の令和６年度時点でその約半数を既に達成しており、順調に成果

を上げている。現在の評価指標は、新規件数と継続件数の合算の件数となっているが、今後、新

規件数と継続件数それぞれの予定値を設定し、バランスよく研究成果の社会還元を進めていくこ

とが期待される。 

・都や自治体等との連携による人材育成について、東京都労働相談情報センター等との連携講座を

実施するなど、都の各機関との連携が着実に実施されている。今後は、実績や取組予定の内容を

より具体的に示しながらプログラムの開発・実施に取り組むことを期待される。 
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大項目番号２ 産学公連携、地域貢献・生涯学習、卒業生・修了生との関係強化 

◎優れた点・特色ある点 

・日野キャンパスに新設した「TMU Innovation Hub」において、インキュベーションルーム

の入居率を 100%とし、専門家による相談等を評価指標の水準を大きく上回って実施すると

ともに、社会課題の解決に資する産学公連携研究も８件実施するなど、多摩地域のイノベー

ション拠点として順調に機能している。 

・ローカル５Ｇ環境を活用し、学生がスタートアップ企業の製品と５Ｇを組み合わせたユース

ケースを発案し、企業と連携して実証実験を行うなど、都立大発の社会サービス創出等を促

進している。一方で、５Ｇが社会に定着していく中で、今後の取組の方向性を再確認するこ

とが期待される。 

・正規の授業科目として「アントレプレナーシップ入門」を新規開講し、22 名の学生が履修し

た。今後の履修者数の増加や関連科目の充実が期待される。また、都立大初の学内ビジネス

アイデアコンテスト等のイベントを開催し、多くの学生の応募を集めるなど、起業家的な精

神と資質・能力を備えた人材を育成する取組を進めている。 

・地域社会への貢献活動として、障害者スポーツ支援の取組で継続的に実績を上げている。特

に令和７年度開催のデフリンピックに向け、デフスポーツへの理解促進を図る取組は、都立

の高等教育機関としての特色ある取組となっている。 

・オープンユニバーシティの公開講座では、受講満足度が評価指標を大きく上回る約９割を達

成しており、受講者のニーズを的確に捉えた多様な講座が提供されている。引き続き、実績

を踏まえた受講満足度の予定値を検討し、取組を一層推進していくことが期待される。 

・プレミアム・カレッジでは、募集人員の約３倍の出願者数を確保するとともに、公開イベン

トやそのオンライン配信にも多くの参加者を集めており、プログラムに魅力があることが示

されている。今後、実績を踏まえた募集人員の検討や、修了生の活躍に関する情報発信、公

開イベント動画のアーカイブの拡充など更なる取組の充実が期待される。 

・学生支援等に係る寄附について、既に６年間で 150 件以上という評価指標を大きく上回る実

績を上げ、更なる寄附を獲得するために寄附目的を明確にする新たなメニューを設定するな

どの取組も行っているが、私立大学と比較すると低い水準にある。寄附の一層の増加を目指

して取り組み、寄附金を活用した学生支援の充実を図ることが期待される。 

・キャリア支援について、卒業生の進路報告フォームに OBOG ネットワークへの登録可否に

関する項目を追加することで登録者数を 30％増加させ、より多様な業種の OBOG の協力を

可能とするとともに、ホームカミングデー等を通じて卒業生との交流を促進する取組を進め

ている。 

 

◇改善・充実を求める点 

・地域社会への貢献活動に関する報告書の記載内容が障害者スポーツ支援に限定されている
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が、まちづくり、防災、福祉、スポーツ面での協力により、地域等の課題解決に貢献すると

いう評価指標を踏まえると、より幅広い分野での活動内容を明らかにしながら取組を推進し

ていくことが望まれる。 

 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号３ 教育内容等の充実、教育の質向上、社会人学生の受入推進 

◎優れた点・特色ある点 

・国際金融人材育成特別プログラムについて、新たに国際証券投資と資産運用に関する科目等

を先行開講するなど、令和７年度からの正式開設に向けて着実な準備が進んでいる。多くの

新規履修者を獲得するなどの成果が期待される。 

・医療人材リーダーの育成について、令和８年度のプログラム開講に向けた準備を着実に進め

ており、本格稼働の成功が期待される。 

・TA の組織的な活用について、令和５年度に２か年事業として採択した６件のプログラムを

引き続き実施するなど継続的に力を入れている。事業の成果等を踏まえ、TA の組織的な活

用が学生の「主体的」な学びにどのように結びついているか検証することが期待される。 

・英語力の更なる伸長を目指すための授業科目について、令和６年度は新たに選択英語科目を

１科目開講し、延べ 280 名の履修につなげている。今後は、成果に関する検証を行い、具体

的な改善につなげることが期待される。 

・大学院博士後期課程への社会人の受入れについて、長期履修生制度や平日夜間・土曜日の授

業等、社会人学生を受け入れやすい体制を整備しており、社会人入学者比率を平均 30％以

上とする評価指標を上回る実績を上げている。 

 

◇改善・充実を求める点 

・数理・データサイエンス副専攻コースについて、新規履修者を増加させているが、令和７年

度以降の修了者を毎年 40 名以上とするという評価指標の達成に向け、履修継続への支援の

充実など対策を講じることが望まれる。 

・文理教養プログラムについて、令和５年度に 41 名の履修者を確保したが、修了者は 14 名に

止まっている。広報面以外の原因についても更に分析し、大学として求める教育理念と、課

題への現実的な対応とのバランスを取りながら改善を図ることが望まれる。 

・アセスメント・ポリシーに基づく学修成果の把握・可視化に係る取組について、成果検証に

資する各種アンケート調査の実施方法等の見直しの内容など取組の成果を明らかにしなが

ら教育の質の向上を図っていくことが望まれる。 
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大項目番号４ グローバル教育 

◎優れた点・特色ある点 

・大学院博士前期課程における英語のみで学位取得可能なプログラムについて、新たに３学域

において学位取得が可能となるなど、順調に成果を上げている。一方で現状、領域によって

履修者数、修了者数に偏りがあるため、要因を分析するとともに将来的にどのような対応を

図るか検討することが期待される。 

・在籍留学生数について、多様な国・地域を対象としたプロモーションを展開するとともに経

済的支援の充実も進めており、令和６年度の受入学生は 41 の国・地域から 606 名と出身国・

地域、学生数ともに令和５年度より増加している。今後、引き続き在籍留学生数の増加に向

けて取り組むに当たっては、出身地域の多様化についても見通しを立て、検証しながら取組

を進めることが期待される。 

・海外派遣学生数について、世界的な物価高騰や円安等を踏まえ、月額奨学金を上乗せするな

ど経済的支援を強化しており、令和６年度の派遣学生は 182 名と令和５年度より２割以上増

加している。一方で、現時点では中・長期派遣の学生数が短期派遣の約半数程度であるため、

今後は中・長期の派遣者数をより増やしていくことが期待される。 

 

◇改善・充実を求める点 

・在籍留学生数について、量的・質的充実に向けて様々な取組に努めているものの、令和 10 年

度までに在籍留学生数を 940 名以上とするという評価指標を達成するための道のりは容易

ではない。要因分析を踏まえた対策を講じるとともに、卒業後も国内に定着する留学生の増

加を図るためのキャリア支援等にも取り組むことが望まれる。 

・海外派遣学生数について、６年間累計で 2,100 名以上の学生を派遣するという挑戦的な評価

指標の達成は容易ではないが、国内外の経済状況等を踏まえた予定値を検討しつつ、派遣学

生数の増加に取り組んでいくことが望まれる。 

 

大項目番号５ 学生への支援 

◎優れた点・特色ある点 

・学費への経済的支援について、令和６年度から都内子育て世帯向けに所得制限のない授業

料免除制度が導入され、減免者数が前期・後期で延べ約 2,100 名から約 8,100 名へと大幅

に増加した。 

・学生の健康診断について、実施日程を令和５年度までの６月から４月に変更することで、受

診率が約１割向上するなど、学生が受診しやすい環境を整えている。今後、全学生に対する

適切な健康管理を目指して、更なる受診率改善に向けた一層の工夫を行うことが期待され

る。 

・キャリア支援について、令和６年４月から 12 月までに開催した 41 行事に関する学生の満足
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度は、平均 98.1％と非常に高い結果となっている。また、現場体験型しごと研究（実習）に

おいて、SNS による情報発信等の広報活動の強化により、履修生を前年度比 154％に増加さ

せるなど、キャリア支援の充実を図っている。 

・学修環境の整備について、ネットワーク環境などハード面の改善を進めることに加え、シス

テム開発を通じた学修環境の整備を教職員自らの手で行えるよう、システムの内製をテーマ

とした学内セミナーを開催するなど、教職員の能力向上にも取り組んでいる。 

 

◇改善・充実を求める点 

・セクシュアル・マイノリティ教職員研修について、受講者数は増加してきているが、今後は、

オンデマンド研修を取り入れるなどの工夫により、一定期間のうちに全ての常勤教職員に受

講させることも視野に入れ、多様な学生が安心して学生生活を送ることができる環境の提供

につなげることが望まれる。 

・外部のネットワークとの通信速度について、全キャンパスにおいてオンライン授業などに推

奨される水準とするという評価指標は達成しているが、今後、生成 AI の爆発的な活用が見

込まれることなどを踏まえ、ネット環境の整備に不断に取り組むことが望まれる。 

 

大項目番号６ 入学者選抜 

◎優れた点・特色ある点 

・大学ホームページと大学案内の冊子を連動させたコンテンツや公式 WEB マガジン、プレス

リリース等多様な媒体で広報を積極的に展開し、大学のイメージ向上に取り組んでいる。今

後、より効率的・効果的に情報を発信していくために、現状の取組の効果を検証し、改善方

法を検討していくことが期待される。 

・高大連携について、都立高校をはじめとする 17 校の協定校との連携協定を改定し関係強化

を図ることで、探究ゼミなどの活動を通じて高校生に大学の魅力を伝え、アドミッション・

ポリシーに適った学生確保につなげる取組がなされている。 

 

３ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号７ 研究推進、研究成果の発信、研究実施体制等 

◎優れた点・特色ある点 

・都や自治体等と連携した研究を支援する学長裁量枠の研究費について、予算の執行状況等に

柔軟に対応して年度途中に追加で研究課題の公募を行うなど、社会課題の解決に資する応用

研究を推進している。 

・テニュアトラック制度について、制度導入後初めて１件の利用実績を出すとともに、同制度
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の利用を促進するための制度上の見直しを実施するなど、意欲的な取組が行われている。今

後、戦略的な制度の運用が期待される。 

・国際共同研究について、公募情報の内容に応じた個別の教員への周知や資金配分機関担当者

による説明会の開催など採択増加に向けた取組を行っており、令和６年度の採択・契約件数

が 16 件と昨年度と比べて倍増している。また、海外の研究者や研究機関との連携強化に向

けて 16 件の国際シンポジウムの開催を支援している。 

・大学ホームページによる研究広報について、年度によって変動はあるが、研究成果の情報発

信が評価指標の水準を上回って堅実になされている。今後、数では測れない質の検証・向上

についても具体的な検討を進めていくことが期待される。 

・科研費について、令和５年度と比べて、採択件数と採択金額の両方が増加している。 

・受託研究費等の外部資金の獲得金額について、令和６年度の獲得額が第三期中期目標期間の

平均獲得額比で 157.7％となっており、評価指標を大きく上回っている。 

・博士後期課程の学生に対する支援について、新たに「国家戦略分野の若手研究者及び博士後

期課程学生の育成事業（BOOST）」に採択されるなど多様なキャリア開発・育成支援を実施

しており、順調な成果を上げている。 

・ライフ・ワーク・バランス実現に向けた研究者支援について、保育や介護に携わる研究者に

ＲＡ雇用等の人件費支援を実施するとともに、アンコンシャス・バイアスに関する講演会を

実施するなど、女性研究者が働きやすい職場環境づくりの支援も行っている。今後は、介護

問題に直面する研究者が介護離職や両立困難に陥らないよう、早期から対策を講じる支援を

検討することが期待される。 

・電子リソースの整備促進について、文部科学省のオープンアクセス加速化事業を活用し、転

換契約によるオープンアクセス出版枠の拡大等を推進することで、大学と研究者の費用負担

を軽減している。 

 

◇改善・充実を求める点 

・被引用率トップ 10％論文の割合について、前年度に発表された論文の被引用率が令和５年

度に比べ向上するなど改善の兆しがみられるが、10％以上を維持するという評価指標の達成

には時間を要すると見込まれる。現状の分析を踏まえて、今後も各種研究支援の見直しや強

化等の継続的な取組が望まれる。 

・世界的な研究拠点の形成を目指し、研究センター等において最先端の研究に取り組んでい

るが、トップ研究者をコアとした研究体制を６年間で２件以上形成するという評価指標の

達成に向けて、更なる施策の検討が望まれる。 

・ＳＮＳによる情報発信について、令和６年度は過去２年度と比べてアクセス件数が減少して

いるため、原因を分析し、改善を進めていくことが望まれる。 
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Ⅱ 東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するために

とるべき措置 

１ 社会との価値共創に関する目標を達成するための措置 

大項目番号８ 都連携及び産学公連携、学び直し支援、修了生との関係強化 

◎優れた点・特色ある点 

・学外と連携した教育研究について、品川区の孤独・孤立対策や子育て関連施策への協力をは

じめ４件の新規連携事業を実施しており、社会的な課題解決に貢献している。 

・無料の公開講座である AIIT フォーラムにおいて、社会からのニーズを捉えた新規プログラ

ムをオンラインで提供しており、開催回数、視聴回数ともに令和５年度よりも増加している

が、受講者の満足度が令和５年度よりも低下しているため、引き続きプログラムの内容の充

実に取り組むことが期待される。 

・ホームカミングデーについて、SNS 等での周知に加え修了生メーリングリストで連絡を行っ

たことにより、参加者が令和５年度比で 210%と大きく増加している。また、修了生コミュ

ニティについても、テーマ数、参加修了生数とも令和５年度より増加しており、修了生と在

学生の交流が活性化されている。 

 

◇改善・充実を求める点 

・AIIT フォーラムの満足度など、実績に関わる数値を表にして経年変化を把握しやすい形で

見える化し、点検・確認を行うことが望まれる。 

 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号９ 教育内容等、教育の質向上、多様な人材への学修機会提供 

◎優れた点・特色ある点 

・PBL(Project Based Learning)型教育やディプロマ・サプリメントの改善に教職協働で取り組

むなど、教育システムの運用改善が全学的に進められている。今後、改善内容をレベルに応

じて数値化して質的な面から検証するなど、取組の充実を図っていくことが期待される。 

・高度情報専門人材を育成するプログラムの提案が文部科学省の「大学・高専機能強化支援事

業」に採択され、従来の教育内容に情報アクセラレーターなど３つの新分野を加え、次世代

の DX リーダーを養成する体制の強化を図っている。 

・産業界の専門家や経営者等の学外委員を中心メンバーとする運営諮問会議の意見を踏まえ、

学生が取得した学位・資格の学修内容についての証明書であるディプロマ･サプリメントの

改善を行っており、修了生の転職等に際して一層活用されることが期待される。 

・IR データに教職員が容易にアクセスできるようにしており、様々なデータを用いて、引き続

き教育の質の改善に取り組んでいくことが期待される。 
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・新任教員研修について、年１回の座学形式からディスカッション形式を含む２部構成に見直

したほか、コンプライアンスに関するガイダンスも実施するなど改善を行っている。 

・正規課程外のリカレント教育において、デジタル技術のスキルアップを目指す初学者向けの

教育プログラムを実施しており、幅広い受講者層がデジタルを学びやすいカリキュラムを提

供している。今後も、多様な正規課程外プログラムを開発・提供することが計画されている

が、限られた組織のリソースを有効に活用することで、無理のない運用を進めていくことが

期待される。 

 

◇改善・充実を求める点 

・正規課程外のリカレント教育プログラムのうち履修証明プログラムの受講者数が少数に止

まっており、増加に向けて改善していくことが望まれる。 

 

大項目番号１０ グローバル教育 

◎優れた点・特色ある点 

・グローバル人材に求められる能力指標について、入学時と修了時の調査内容を統一した新指

標の運用を開始したことにより、在学期間におけるグローバル能力の成長を確認できるよう

になった。また、入学後の能力開発が効果的になされ、修了者に占める能力指標達成者の割

合が 100％となっている。新しい能力指標に基づく評価指標の達成に向けて重点的に取り組

むべき内容等を整理していくことが期待される。 

・海外大学との連携等によりグローバル人材としての能力向上を図るグローバル PBL を８件

実施するなど、順調に成果を上げている。今後も、実効性がある運用が期待される。 

 

大項目番号１１ 学生への支援 

◎優れた点・特色ある点 

・エンロールメント・マネジメントを通じた学生支援について、修了直前の在学生にアンケー

トを実施し、データを活用して問題点の改善に速やかに着手している。また、修了後 10 年

以内の修了者を対象として、在学中に身に付けた知識・能力の社会での有用度など教育効果

を検証するためのアンケートも実施しており、今後の教育改善への反映が期待される。 

 

◇改善・充実を求める点 

・エンロールメント・マネジメントの取組を通じて収集した学生の状況を示す客観的な資料や

アンケート結果などを明らかにしていくことが望まれる。また今後、成果の検証方法の分析

や、継続的にアンケートを実施する上での方針等の整理を行うことが期待される。 
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大項目番号１２ 入学者選抜 

◎優れた点・特色ある点 

・学長が自ら企業役員等を訪問してＰＲを行うとともに、インタビュー動画や受験者向けのキ

ャッチコピーを作成してホームページでアピールするなど、多様な広報活動を実施してい

る。令和６年度は大学院説明会の参加者が過去最多に、志願倍率が 1.6 倍に達するなど、プ

レゼンスの向上と安定的な学生確保につなげている。 

 

３ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号１３ 研究推進及び研究成果の発信 

◎優れた点・特色ある点 

・各教員の研究成果を把握し、研究成果発表の様々な機会を提供することで、外部資金の申請

又は教員の専門分野に適した研究成果発表を行った常勤教員の割合が評価指標である

100％に達している。今後、研究成果の社会への発信・還元を一層進めるに当たり、外部資

金申請と研究成果発表を区分し、質・量の両方の視点から取組を検討・検証することが期待

される。 

・高度専門職業人の養成に関する研究成果を公表するため、AIIT 高度専門職人材教育研究・

IR センターにおいてシンポジウムを開催し、学内外から 100 名を超える参加者を集めるな

ど、教育手法の普及啓発につなげている。 

 

 

Ⅲ 東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するため

にとるべき措置 

１ 社会との価値共創に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号１４ 都連携、産学公連携、地域貢献、卒業生・修了生との関係強化 

◎優れた点・特色ある点 

・小中学生向け ICT･IoT 関連講座は、評価指標の達成に向けて予定を上回る参加者を集め、

満足度も高くなっている。当初予定の水準に止まらず継続して講座の充実を図ることが期待

される。 

・地元企業と連携した保護者向け講演会を開催し、60 名以上の参加者を集めるなど、荒川キャ

ンパスの施設を活用した外部交流等を積極的に行っている。 

・スタートアップ教育支援プログラム「地動計画」について、スターティングコース 12 名、

アドバンストコース４名の学生が修了するなど、令和５年度の試行よりも拡充して実施して
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いる。 

・電気電子工学コースにおいて再生可能なエネルギーを活用した実験実習科目を導入するた

め、カリキュラムを改定し、令和７年度からコース名称を変更した。新コースの周知に向け

て、入学希望者への広報やテレビ番組での告知など積極的な広報活動を実施している。今後、

新カリキュラムのブラッシュアップに関する具体的な方針の整理や改善等に向けた取組が

期待される。 

・卒業生等と在校生との関係を深めるため、文化祭で卒業生等との交流ブースを設け、来場者

に交流企画の希望を調査している。また、社会で活躍する卒業生等に対して、講座開講等へ

の協力の可否を照会するとともに、卒業生等によるキャリア支援講座を各キャンパスで開講

している。今後も卒業生等が協力可能な支援に関する情報収集を定期的に行っていくことが

期待される。 

 

 

 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号１５ 教育内容等、教育の質向上、社会人のスキルアップ支援 

◎優れた点・特色ある点 

・令和３年に新設したＡＩスマート工学コースと情報システム工学コースの希望者数は、それ

ぞれ評価指標である 32 名以上を上回っている。今後は、実績を踏まえた見通しを立てて、

希望者の確保・増加に取り組むことを期待する。 

・未来工学教育プログラムでは、令和 10 年度までに延べ 72 名以上の修了者を輩出するという

評価指標に対して、令和６年度時点で延べ 32 名の修了者を輩出しており、順調な成果を上

げている。また、令和５年度の第１期修了生に対するアンケートで、達成度がやや低いとさ

れた項目について、速やかにカリキュラムの改善策を講じている。 

・企業や社会貢献団体から講師を招き、産業界のニーズを捉えた SDGs やスタートアップ、国

際化について学ぶ講座を開催し、多くの学生が受講している。また、実践的技術者育成の一

環として、産技高専の教育に興味を持つ現役のエンジニアに「副業先生」として講義を依頼

するなど特色ある取組を行っており、今後の成果が期待される。 

・教育の質保証や自己点検を確実に実施するため、各コースの教員をメンバーとする教育点検

改善室を設置し、ボトムアップにも留意しながら教育改善が進む体制を整備している。また、

品川キャンパスの３プログラムが技術者教育の認定機関である JABEE の中間審査を受審

し、認定されている。 

・産業界、教育、行政機関の有識者で構成される運営協力者会議において、未来工学教育プロ

グラムについて、参加学生の進学意欲が高まり、学会発表などの成果が上がっていることが
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評価されている。 

 

◇改善・充実を求める点 

・荒川キャンパスにおけるリカレント講座について、講座の夜間開講、時間短縮などの改善を

図っているが、令和６年度は４講座の開講に止まっており、ターゲット層に合わせて講座の

精選を行うなど、持続可能な形で社会人のスキルアップ支援の充実に取り組むことが望まれ

る。 

 

大項目番号１６ グローバル教育 

◎優れた点・特色ある点 

・海外体験プログラムについて、プログラムの認知度向上を図る広報や過去の参加者の評判等

により、70 名の参加者を確保して着実に実施している。 

 

大項目番号１７ 学生への支援 

◎優れた点・特色ある点 

・学生アンケートを年２回実施するとともに、担任向けのアンケート活用勉強会を開催し、学

生一人ひとりに合わせた支援を継続的に実施している。学生が抱える課題は多様化してお

り、アンケートだけでは明らかにしづらい課題もあると考えられることから、学生へのヒア

リング調査など更なる取組の充実が期待される。 

・高専の実践的技術教育を生かした学生の課外活動に対し、教員や外部指導員による専門的な

指導などの支援を積極的に行うことで、複数のコンテストで学生が受賞するなど成果を上げ

ており、学生生活が活性化されている。中でも、AI を活用した製作品の事業性を競うコンテ

ストにおいて最優秀賞を受賞した詐欺電話対策プロダクトは、社会問題となっている詐欺被

害防止に役立つものとして、特筆に値する。 

 

大項目番号１８ 入学者選抜 

◎優れた点・特色ある点 

・公式ホームページのアクセス数や SNS のフォロワー数が着実に伸びている。また、学生広

報チームの協力を得て作成したコンテンツを発信しており、産技高専の知名度向上に加え、

学生への教育効果も期待される。 
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３ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号１９ 研究支援の充実及び研究推進 

◎優れた点・特色ある点 

・優れた業績を上げている教員に対して一定期間調査研究に専念することを認める特別研究

期間制度について、年間４名という評価指標と同数の利用実績を達成するとともに、過去に

本制度を利用した教員による成果発表セミナーも継続的に実施している。令和７年度の申請

者が２名の予定と少ないが、継続的に評価指標を達成できるような環境づくりが期待され

る。 

・医工連携共同研究プロジェクトの連携先を法人外にも広げ、台東区の台東病院と共同でプロ

ジェクトを実施しており、都立大との共同研究と合わせて多くの学外共同研究が実施されて

いる。 

 

Ⅳ 法人運営に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号２０ 組織運営の改善、組織連携の推進 

◎優れた点・特色ある点 

・組織横断的な検討体制について、法人部門及び２大学１高専の中心となる部長級職員を構成

員とする部長連絡会を毎月開催し、幅広い視点から意見交換や情報共有等を行うことで、２

大学１高専の連携を一層促進させている。今後、各校の戦略的な連携によるシナジー価値創

出をテーマに設定するなど、会議運営を工夫しながら継続実施するとともに、その成果を明

らかにしていくことが期待される。また、議論を活性化させるため、若手の意見を集約する

場を設けるなど、組織横断的な検討をより一層促進させる取組の実施も期待される。 

・経営審議会について、学外委員だけではなく更に幅広い知見を反映させることができるよう

規則改正を行い、構成員以外の出席者の範囲を拡大したことにより、環境の変化に伴う様々

な課題に対応できる体制を整えた。今後、議論の成果を一層分かりやすく示す取組の充実が

期待される。 

・都内子育て世帯向けの授業料支援制度導入に当たり、各校において学生の属性や環境に合わ

せた方法で、円滑に申請できるよう周知を図ったことなどにより、制度の運用を着実に実施

した。今後も周知方法の改善など学生や保護者等が利用しやすい環境の整備に取り組むこと

が期待される。 

・都連携案件について、都と２大学１高専との間でニーズ調査やヒアリングなどを行ってお

り、評価指標を上回る実績を継続し、外部資金収入も拡大するなど、行政ニーズを踏まえた

連携活動を着実に実施している。今後は、主な事業の内容等を明らかにするとともに、実績
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を踏まえて一層の連携強化を目指して取り組むことを期待する。 

・２大学１高専間の連携について、実験機器の共用開始に向けた調整が進められ、法人内のリ

ソースの活用が推進されている。また共同研究事業について、評価指標を達成するなど、順

調な成果を上げている。今後、機器共用の進展状況や共同研究の申請実績など、実績をより

具体的に示しながら、連携を推進することが期待される。 

・２大学１高専の学生がチームを組み、課題解決力やコミュニケーション能力を養う海外体験

プログラムについて、広報活動を強化することによって毎年度 30 名程度の参加者を集めて

事業を実施するという評価指標を達成するなど、順調な成果を上げている。今後、参加者数

の増加に向けた取組も期待される。 

 

大項目番号２１ 組織強化及び業務改善、施設設備の整備 

◎優れた点・特色ある点 

・組織体制の整備について、定例業務の集約化に向けて、幅広い職層や部署の職員が参加する

機会を活用し、集約化に適した業務など具体的な検討に着手している。今後は、スケジュー

ルを含めた進め方を示しながら取り組むことが期待される。 

・優秀な職員の確保・育成に向けて、「スカウト型採用」の導入により即戦力人材の確保に取

り組んでいる。また、「施設系技術職員育成方針」の策定や、スマートフォン等を活用して手

軽に英語が学べる e ラーニングの導入など、職員のキャリア形成支援を行っている。今後、

これまでの施策の成果を踏まえ、実効性を高めながら計画的に取組を推進することが期待さ

れる。 

・教員人事制度について、サバティカル制度の利用要件である勤続年数に育児休業期間等も通

算するなど制度の要件を見直し、育児との両立支援に向けてライフイベントへの配慮を実施

している。また、学術振興会特別研究員の職への裁量労働制適用や、テニュアトラック制度

の運用改善により、研究環境の整備も強化している。今後、取組の成果を測る基準や実績、

課題などを明らかにしながら、制度や運用の見直しを一層推進することが期待される。また、

育児や介護との両立支援に向けて、必要な施策の洗い出しを継続していくことが期待され

る。 

・文書管理システムの導入によるシステム起案方式の本運用や、会計事務の電子化に向けた取

組など、業務効率化が着実に推進されている。こうした取組を契機に得られる気付きを生か

して、不断に改善を進めることが期待される。 

・第２期働き方改革推進計画に基づき、長期勤続休暇制度の導入、生成 AI の試験導入、夏季

休業期間中に職場で勤務しない日を組織単位で設ける「夏のノー通勤チャレンジデー」の試

行、テレワークをテーマとするワークセッションや改革推進の機運を醸成する研修の実施な

ど、様々な取組が行われている。今後、働き方改革の効果検証を行うに当たって、休暇の取

得率など基準を定めて経年変化を確認する等の取組が期待される。 
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・多様な人材が活躍できる組織運営を推進するため、DEI 推進基本計画の初年度として、全職

員を対象とするアンコンシャス・バイアスに関する研修や、女性向けのキャリアデザイン研

修を実施するとともに、ライフイベントに配慮した職員人事制度の見直しを行うなど、ダイ

バーシティを推進する施策を展開している。 

・都立大の外国人教員比率について、５％以上という評価指標に対して 5.4％を達成している。 

・施設・設備の改修・整備について、都立大南大沢キャンパスの火災復旧工事が完了するとと

もに、施設整備計画に基づき各キャンパスで老朽化設備の更新工事が着実に進められ、不具

合の解消と安全確保が図られている。今後、年度ごとの取組予定等をより具体的に示しなが

ら、学修・研究環境を確保する取組を進めていくことが期待される。 

 

◇改善・充実を求める点 

・都立大において、女性教員採用枠を創設するための学長裁量枠の見直しを行うなど、比率向

上に取り組んでいるが、今後、評価指標の達成に向けて、課題の分析と対策を明確にして取

り組むことが望まれる。また、女性の活躍推進を行う上では、男性の育休取得率向上等、男

性の働きやすさに着目した施策についても検討するなど、更なる取組の充実が期待される。 

 

大項目番号２２ ガバナンスの強化 

◎優れた点・特色ある点 

・危機管理の強化に向け、安否確認システムの導入拡大や危機管理基本マニュアルの改訂を行

い、災害時の対応力向上を図っている。また、教職員コンプライアンス行動指針の整備に向

け、研究コンプライアンスや研究安全管理を含めた総合的な体制構築が検討されている。こ

うした事業について、現状の課題や今後の取組予定などをより具体的に示しながら推進する

とともに、ハラスメントや不正などに対する内部統制の有効性を幅広く検証する必要性につ

いて検討を行うことが期待される。 

・情報化や DX 推進に向けた課題の整理を行うとともに、令和７年度に情報化戦略企画室を開

設することとし、IT ガバナンス・マネジメントの強化に向けて取組を進めている。また、職

員向けに導入している端末の監視機能について、希望する教員にも適用を可能とし、情報セ

キュリティ対策を強化している。 

・DX や業務改善の推進等に係る職員の意識・意欲の醸成を目的とした研修を行っているが、

今後も施策の効果等踏まえて定期的に必要な研修を検討し、取組を継続していくことが期待

される。 
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２ 財務運営の改善に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号２３ 財務内容の改善 

◎優れた点・特色ある点 

・寄附金の募集に当たり、「小笠原研究」など使途を明確化した新たなメニューを設定し、寄

附者からの賛同を得やすくするとともに、受入事務の集約化等によって手続きの効率化を図

るなど、寄附件数の拡大に向けた取組を進めている。 

 

◇改善・充実を求める点 

・寄附金の募集について、現状は産技高専を除き寄附金の獲得額は高くないため、寄附者が寄

附の意義を感じられるように寄附の活用状況等の情報を発信するなど、更なる工夫を検討す

るとともに、具体的な寄附金収入の目安を持って取組を充実させることが望まれる。 

 

３ 評価及び情報提供に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号２４ 評価の充実、情報公開や情報発信等の推進 

◎優れた点・特色ある点 

・中期計画の進捗管理について、次年度以降の報告書作成に向け記載方法の統一を図り、中期

計画進捗状況報告書の作成要領を改訂するなど、自律的な進捗管理が行われるための体制の

強化が促進されている。 

・法人の経営情報の公開について、事業報告書の記載内容の一部を充実させるとともに、財務

レポートに地方独立行政法人会計基準改訂の影響の説明を加えるなど、法人経営の透明性向

上に向けた取組を着実に実施している。 

・戦略的な広報について、全管理職を対象とした広報研修を新たに実施し、積極的な広報活動

を実施している。今後、SNS の活用状況やアクセス件数の推移を明らかにしながら検証する

ことで、更なる効果を生むことが期待される。 

 

◇改善・充実を求める点 

・中期計画の進捗管理の仕組みについて、実効性を高めるために、現状認識や取組の方向性

も含めて実績や取組予定をより具体的に示しながら、計画達成のための「自己管理ツー

ル」として、一層活用していくことが望まれる。また、中期計画進捗状況の報告に当たっ

て、年度ごとの特色を明確にするなど、より分かりやすい報告書の作成に向けて工夫しな

がら、法人経営に関する説明責任を一層果たしていくことが望まれる。 
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４ その他重要事項に関する目標を達成するための措置 

 

大項目番号２５ その他重要事項 

◎優れた点・特色ある点 

・TMU サステナブル研究推進機構における持続可能な社会の実現に向けた調査研究は、６年

間で延べ 60 件以上実施するという評価指標の達成に向けて順調な成果を上げている。 

・環境報告書について、毎年作成することで、法人全体の持続可能な社会の実現を推進する取

組に関する情報開示を推進している。 

・CO２排出量削減率が、東京都環境確保条例で定める削減義務率を上回るなど、順調な成果

を上げている。今後、学生とも協働しながら CO2 排出量削減に向けた活動を持続的に推進

することが期待される。 

 


